
課所室業務棚卸総括表

16 部局 課所室 作成者（職） （氏名） （連絡先） 棚卸表コード No.

H16.7.15 商工部 工業労政課 － － － ⑯２商工０１ 3

実績(H15） 目標(H17) 人工数(人） 予算（千円）

１６２，７１０人 ２％増（H18)

１７，２９３事業所 ２％増（H18) ４人 517,242

実績(H15） 目標(H17)

０１

７件 １０件

０２

437,158千円 500,000千円

０３

０４

2,664千円 3,000千円

９９ 庶務経理業務

適正処理

①データベース登録企業件数の増加を図る
②データベースメールニュースによる情報提供を行う
③秋田市企業活性化セミナーを実施する

年度 担当（係）

作成日 企業振興担当

業務名称 企業振興業務

担当業務
目的 既存中小企業者等の事業発展と新事業創出を図る

中小製造業設備資金・用地取得資金の融資あっせんを行う

成果指標

上位目的 雇用者数の増加を図る 従業者数（H13．事業所統計）

事業所数（H13．事業所統計）

活動概要（担当業務目的達成のための手段（２桁レベル））
事業費
（千円）

備考欄活動における指標

担当業務目的達成のための主な手段（４桁レベル）

426,233

（１）中小製造業設備投資促進資金融資事業
中小製造業者に対し、設備資金の長期低利な融資あっせんを行う。
（２）中小企業用地取得資金融資事業
中小企業者に対し、用地取得資金の長期低利な融資あっせんを行う。
市町合併に伴い増加する対象企業への制度のＰＲ・周知が必要がある。

利用企業数増

①制度の周知・ＰＲを行う
②利用企業開拓に力を入れる
③制度の改善を行う

起業家を支援する

78,794
180
10,000

（３）チャレンジオフィスあきた入居者支援経費
インキュベーション・マネージャーによる入居者のニーズに即した各種支援を行い、チャレンジオフィス
あきた運営上のソフト面の支援を図る。
（４） チャレンジオフィスあきた運営経費
新規創業・新分野進出のためのインキュベータ施設「チャレンジオフィスあきた」の機能を維持し、公
共サービスの提供に支障を及ぼさないよう、また、入居者がより快適に利用できるよう、施設を常時適
切に維持管理する。

チャレンジオフィスあきた入居企業の売上高増

①チャレンジオフィスあきたの適正な運営に努める
②起業家育成関連セミナーを実施する
③科学技術に関する啓蒙普及に努める

 平成16年度（前期）行政経営会議用  様式２

地場の工芸品産業の発展を支援する

1,386
秋田市工芸品まつり販売額増

①工芸品の販路拡大を支援する
②工芸品の魅力をPRし、後継者育成に努める

販路拡大・受発注体制の強化を図る

649
企業情報データベース登録企業数増
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